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NITS・教職⼤学院・教

育委員会等

コラボ研修プログラム

⽀援事業報告書

実施機関名・連携機関名
岐⾩⼤学教職⼤学院

事業名︓【NITS・岐⾩⼤学教職⼤学院コラボ研修】
データを活⽤した学校経営充実研修
開催⽇時︓令和 7年 8⽉ 18 ⽇（⽉）13 時〜15時、12⽉ 22⽇（⽉）13 時〜15 時、令和 8年 2⽉ 2
⽇（⽉）13 時〜15 時 50 分
開催場所︓岐⾩⼤学（ZOOM 会議システムによるオンライン研修）
参加⼈数（総数）と参加者の属性︓（26⼈） 校⻑ 12 ⼈、校内担当者 12 ⼈、教育委員会 2 ⼈

⽬的︓
今⽇、全ての⼦どものよさや可能性を引き出す学校教育を実現するために、校⻑先⽣には従前求められてき

た教育者としての資質やマネジメント⼒に加えて、様々なデータを活⽤して学校の教育⼒を最⼤化していくことが
求められている（2022 年 12 ⽉ 19⽇中央教育審議会答申）。
本事業は、学校管理職が学校経営⽅針を具現化するために、どのようにデータを活⽤できるかの知識を学

び、実践の振り返りから気づきを得る探究型研修を開発した。

内容︓ 研修受講者（研究協⼒者）︓⼭県市⼩学校 9校・中学校３校の校⻑先⽣（及び校内担当者）

①データを活⽤した学校経営充実研修 8⽉18⽇(⽉)13:00－15:00
校⻑先⽣の問題意識を明らかにし、どんなデータに注⽬し、どのように活⽤するかを考えた。
第１部 講義︓学校経営⽅針を具現化するためのデータ活⽤

岐⾩⼤学教職⼤学院（平澤紀⼦教授、吉澤寛之教授、原尚特任教授、古賀英⼀特任教
授）岐⾩県教育委員会教育総務課教育主管 三島晃陽⽒
資料提供 岐⾩市⽴加納⼩学校校⻑ 岩佐優⽒

第２部 グループワーク︓⾃校の充実策の作成、第3部全体交流・まとめ

②フォローアップ研修 12⽉ 22⽇（⽉）13時〜15時
実践成果を報告、交流し、何が⼤切かを整理した。
③岐⾩⼤学シンポジウム「学校経営にデータを活⽤するとは︖」令和 8 年２⽉ 2 ⽇（⽉）13 時〜15 時 50
分 全国の大学、学校、教育委員会、市民等 140 名が登録し、活発な討論がなされた。（第 1 部

基調講演「管理職研修の高度化と教職大学院の役割」⽂部科学省総合教育政策局政策課長 吉田

光成氏）、第2部事業報告、第3部参加者交流）

成果︓
①全体的満⾜度︓10 点中 8.7点
②研修で得られたこと︓「知識」「⾃校の充実策」のいずれも「得られた」「ある程度得られた」と回答された。
③研修後に実践したこと︓学校経営の困りを分析したり、予防的対応を強化したり、その成果を⼦どもや教職
員、保護者に共有していた。



④受講者の気づき、考察
●学校経営の根拠が明確になる
・経営⽅針の具体化、成果の検証、説明責任において、データが揺るがない根拠になる。
・感覚や経験に頼らず、客観的な説得⼒が⽣まれる。

●⼦ども理解が向上する
・⼦どもたちの状況（願い・困り感・変容）を数値として可視化することで、主観の偏りを避け、決めつけな
い視点で理解できる。

・教師が「⼦どもを⾒る⽬」を⾒直す契機になる。
●多様な⾒⽅・考え⽅が⽣まれ、指導・⽀援の幅が広がる
・データを読み解く過程で、⾃分以外の視点や新たな気づきを得られる。
・多様なデータを組み合わせることで、より効果的な指導・⽀援の⽅法が広がる。
・職員間の情報共有が進み、学校全体で⽅針を具現化しやすくなる。
・客観データを共有することで、教職員の共通理解が深まり、経営⽅針の実⾏⼒が⾼まる。

●⼩規模校でも「個を追う」ことで成⻑を語れる。

「NITSからの提案（第⼀次）」との関連における研修担当者としての気付き

本研修では、校⻑先⽣の問題意識からの学びを重視し、実践の省察から気づきを得て、他者との交流で深
め、それを実践に⽣かすという探究型研修を意図した。受講者の評価や気づき（前述の成果）をみると、本研
修の意図は達成されたことがわかる。同時に、研修担当者は校⻑先⽣の気付きに触発された。学校経営の困り
を明確にし、そこにデータを活⽤するという内容を提供することが重要であることに気付いた。研修担当者が校⻑
先⽣の気づきを捉え、共有知となるような学びの相互作⽤を追求したい。

アイディアや⼯夫したこと︓①データ活⽤の知識を得て、⾃校の充実策を考え、成果を語り、学び合う研修

②研修教材︓
・⾃校の充実策を考えるためのワークシート︓学校経営の困り、どんなデータを、どのように活⽤するか。
・学び合うための教材︓1回⽬の報告内容（代表例）をイラストで可視化し、課題整理を助ける資料提供。

2回⽬の報告内容を問題意識、実践と成果、気づきの 3観点からまとめた資料提供。
・学び合うための動画︓研修の動画を各校に配信し、校内の学び合いを促進。


